
主自身、慎ましく献身的で純粋な心である 
己自身のシートを求めています。 

 

主が求めるシート  

ラージャ・ヨーガの中でも識別知について言っているのでしょう。ラージャ・ヨーガと

は、この宇宙の原理の原点へと、どこまでも我を追求し、原初を体現するものです。 

 

光り輝いているものは目に留まるものです。その光が印になることもあるでしょう。 
その輝きに心が奪われることもあるでしょう。 
光らなかったら寂しく思うのではないでしょうか。懸命に求めると思います。また輝

いてださい、光を見せてくださいと。どうしたら輝いてくださるのですか、どうか姿を見

せ続けてくださいと。 

 

わたしたちは輝くそれに拍手喝采を送ります。 
光り輝く己の姿に拍手喝采して欲しいと思うのでしょうか。私たちが拍手喝采を送

るべきは、光を当てたその一途さへではないでしょうか。印を示したその意図（糸口の

心）に喝采をすべきなのではないでしょうか。 

 

象徴として光線を注ぎ目印をと繋いでくださった、その心、意思、一念に合掌致し

ます。 


